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「大正１０（１９２１）年１０月、高山より警察電話としてはじめて（荘川）役場と
駐在所に開通した」

↑で、ようやく荘川村の役場と駐在所に電話が開通、お目見えしました。現在、電気・

ガス・水道の公共ライフラインが使えるのがごくごく普通の生活ですが、この当時、白

川郷にはまだなく、そして道路幅も狭く土砂道でアスファルト舗装もなく、自動車もな

い荷車の生活環境でした。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「大正１２（１９２３）年、白川村平瀬（地区）発電所工事着工に先立ち白鳥～平瀬
間100ｷﾛを改修し、牛丸橋を架替えるなど２輪馬車運搬を可能にした。この道路改修
の結果、自動車の走行も可能になった。これ以前の道路は馬車が通行できる状態ではな
かった」
↑では、平瀬発電所工事の資材運搬方法は、まだ馬車を利用していました。現在、自

動車やトラックでの運搬を普通に目にしますが、大正１２年の白川村平瀬への資材運搬

手段は馬車がメインでした。また、川や谷に架かる橋は幅や強度がなく自動車やトラッ

クの重量物の走行に対応した道路改修及び橋梁工事の必要に迫られていました。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　「大正１４（１９２５）年、ラジオ放送を開始」

　「大正１４（１９２５）年７月、白鳥・平瀬間に乗合い自動車開通」

当時の道路状況に関して荘川村牧戸地区を起点として、「牧戸～高山」、「牧戸～郡上

郡白鳥町方面」、「牧戸～平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷地区」の３方面があります。

↑では、荘川町牧戸～白川村平瀬地区まで、ようやく自動車が通行できたことが分か

ります。ですが、白川村平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷間の自動車が走行できたかは記録がな

く不明です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「大正１５（１９２６）年、平瀬発電所の機材運搬用トラックが郡上方面から白川村
にはじめて入った。トラックも積雪時期は使用できず冬期間はもっぱらソリに頼らざる
を得なかった」

↑で初めて「機材運搬用トラック」という記録を目にします。水力発電機など重量物

の運搬はここ一発、この当時少なかったトラックを調達使用しています。ここでは、ト

ラックが牧戸～平瀬地区まで走行できたことが分かります。そして、冬の積雪時はトラ

ックが使用不能だったことも分かり、冬期はソリ運搬でした。

　「大正１５（１９２６）年１１月、白川村平瀬に平瀬発電所が完成した。平瀬以南の

集落に電灯が点灯する。当時本村？では会社に対し全村点燈の供給を条件の下に其の代
償として、本村地内を使用する鉄塔及び電柱建設敷地を無償提供することの契約を締結
した」

↑で、平瀬発電所が完成した恩恵で、山間部にしては案外早く平瀬地区や御母衣地区

に電気が引かれたのですが実際、点灯するのは大正１５年か、昭和初期なのかは記録が

なく分かりません。ここで、『白川村史 全』930頁に「平瀬発電所が建設されて、木谷・

長瀬・平瀬・御母衣・牧・福島・尾神合せて約１００戸、並びに荘川村にも電灯がつい

て喜びに湧いた」とあります。ところで、明治３７(1904)年に郡上八幡に電灯があった

記録から、白川村平瀬地区に大正１５(1926)年に電灯がついたとして、電気という文明

開化は山間部の白川村平瀬地区には２２年後のことです。それと白川村荻町・鳩ヶ谷地

区に電気が引かれるのは更にもっと遅く、昭和２０（1945）～２４(1949)年と記録があ

り、同村平瀬地区と比べて約１９年後以降になります。←を明治３７(1904)年に郡上八

幡に電灯があった記録から比べると、約４１年後以降となります。平野部、山間部での

昭和初期～戦前～戦後の日本の電気事情が伺える記録です。

　大正の末、１９２５年頃？「福井の人が保木脇国道沿い深さ５ｍ、幅３ｍ、長さ３０

ｍほど掘る」

↑での掘った目的は不明です。この話しは、「昭和４５（１９７０）年、月刊誌宝石２
月号348頁に『黄金の眠る幻の城ここにあり』松古氏（談・構成 佐々氏）」の353ペ

ージで触れています。前年の流れからですと、人力で掘ったのかもしれません。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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